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［渡島東部圏］ 

＜市町別の移動傾向＞ 

※参考：２市（函館市・北斗市）及び１町（七飯町）を一体と見なした場合の数値 

【出典】総務省「令和2年国勢調査」 
 
・ 函館市は、道南地域の中核都市ということもあり、函館市内での就業・通学割合（86.7％）

が渡島東部圏の平均（78.3％）より高い。 

・ 北斗市及び七飯町は、自市町内の就業・通学割合（北斗市 51.8％、七飯町 45.8％）は    

渡島東部圏の平均（78.3％）より低く、自市町以外の渡島東部圏での就業・通学割合（北

斗市43.7％、七飯町49.8％）が渡島東部圏の平均（15.4％）より高い。 

・ 函館市、北斗市及び七飯町の２市１町を１つの自治体と見なすと、自市町内での就業・

通学割合（93.1％）が、渡島東部圏の平均（78.3％）より著しく高く、これら２市１町が  

密接な生活圏を形成しているものと考えられる。 

・ 鹿部町は、北斗市及び七飯町と同じ傾向が若干見られるものの、渡島東部圏の平均的な

就業・通学状況にあると考えられる。 

・ 森町は、渡島東部圏の平均的な動態と比較すると、渡島北部圏への就業・通学割合が高

いことが特徴として挙げられる。 

 

＜通勤・通学に係る移動手段の傾向＞ 

・ 各市町等で実施したアンケート調査結果などによる通勤・通学時の主な移動手段は、  

次のとおりである。（※調査概要はP84,85を参照） 
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［渡島西部圏］ 

＜市町別の移動傾向＞ 

【出典】総務省「令和2年国勢調査」 

・ 松前町は、自町内での就業・通学割合（88.2％）が渡島西部圏の平均（78.9％）より

高く、他の３町と比較して檜山管内への就業・通学割合が若干高い。 

・ 福島町は、渡島西部圏の平均的な就業・通学状況にあると考えられる。 

・ 知内町は、同圏内での移動割合が高い（10.1％）ほかは、ほぼ渡島西部圏の平均的な就

業・通学状況と同じ傾向にある。 

・ 木古内町は、自町内での就業・通学割合（67.1％）が渡島西部圏の平均（78.9％）より

低く、渡島東部圏への就業・通学割合（16.2％）が高く（渡島西部圏の平均6.3％）なっ

ており、就業・通学面での渡島東部圏との関係性が見られる。

 

＜通勤・通学に係る移動手段の傾向＞ 

・ 各市町等で実施したアンケート調査結果などによる通勤・通学時の主な移動手段は、  

次のとおりである。（※調査概要はP84,85を参照）
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［渡島北部圏］ 

＜市町別の移動傾向＞ 

【出典】総務省「令和2年国勢調査」 

・ 八雲町は、檜山管内への就業・通学割合が若干高い傾向が見られるが、概ね、渡島北部

圏の平均的な就業・通学状況にあると考えられる。 

・ 長万部町は、自町内を含め、渡島北部圏内での就業・通学割合が高い傾向にある。 

＜通勤・通学に係る移動手段の傾向＞ 

・ 各市町等で実施したアンケート調査結果などによる通勤・通学時の主な移動手段は、  

次のとおりである。（※調査概要はP84,85を参照） 
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② 通院に関する移動実態について 

令和２年度「国保レセプトを用いた患者の受療動向」を活用し、渡島管内における住民

の通院に係る広域的な移動の傾向について分析した。また、各市町等で実施したアンケー

ト調査結果などによる通院に係る移動手段の傾向を把握した。（※調査概要はP84,85を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜圏内ごとの移動傾向＞ 

【出典】北海道「国保レセプトを用いた患者の受療動向（令和2年度）」 

※医療圏 ＜二次医療圏の構成市町村＞ 
地域の医療需要に対応して、医療資源の適切な配置と医療提供体制の体系化を図るための

地域的な単位。「北海道医療計画」で定めている。第一次医療圏は初期医療等を提供する基本

的な地域単位で市町村の行政区域。第二次医療圏(21圏域)は第一次医療圏を広域的に支援し

比較的高度で専門性の高い医療サービスを提供する地域単位。 
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・ 渡島東部圏は、通院に関する移動において流入超過の状況にあり、特に南檜山医療圏か

らの流入先の大半（97.14％）は、渡島東部圏となっている。 

・ 渡島西部圏は、通院に関する移動において流出超過の状況にある。通院先のほぼ全数

（96.12％）が、自町内を含めた南渡島医療圏内となっている。 

・ 渡島北部圏は、通院に関する移動において流出超過の状況にある。渡島東部圏や渡島西

部圏と異なり、渡島北部圏においては、所属する医療圏（北渡島檜山医療圏）とは違う南

渡島医療圏への通院が比較的多い状況が確認できる。 

 

［渡島東部圏］ 

＜市町別の移動傾向＞ 

【出典】北海道「国保レセプトを用いた患者の受療動向（令和2年度）」 
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・ 函館市は、道南地域の中核都市であり、道南地域（南渡島、南檜山、北渡島檜山の各医

療圏）から多くの通院者が流入している。 

・ 函館市以外の市町住民の通院に関する移動先は、大半が自市町内と函館市となっている

状況にある。 

・ 森町については、北渡島檜山医療圏からの通院者数が比較的多いことが特徴として挙げ

られる。 

＜通院に係る移動手段の傾向＞ 

・ 各市町等で実施したアンケート調査結果などによる通院時の主な移動手段は、次のとお

りである。（※調査概要はP84,85を参照）

 

［渡島西部圏］ 

＜市町別の移動傾向＞ 
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【出典】北海道「国保レセプトを用いた患者の受療動向（令和2年度）」 

・ 松前町からの通院は、自町内（55.43％）が最も多く、函館市（26.55％）、福島町（13.33％）

の順に通院が多くなっている。 

・ 福島町からの通院は、自町内（41.90％）が最も多く、函館市（31.93％）、松前町（11.62％）

の順に通院が多くなっている。 

・ 知内町については、自町内の通院は少なく（2.57％）、木古内町（42.96％）、函館市

（34.16％）への通院が多い状況となっている。 

・ 木古内町からの通院は、自町内（55.01％）が最も多く、次いで函館市（32.67％）への

通院が多い状況となっている。 

 

＜通院に係る移動手段の傾向＞ 

・ 各市町等で実施したアンケート調査結果などによる通院時の主な移動手段は、次のとお

りである。（※調査概要はP84,85を参照）

 

 

［渡島北部圏］ 

＜市町別の移動傾向＞ 
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【出典】北海道「国保レセプトを用いた患者の受療動向（令和2年度）」 

・ 八雲町からの通院は、自町内（68.61％）が最も多く、次いで南渡島医療圏（27.07％）

が続いている。 

・ 長万部町からの通院は、自町内（37.69％）に次いで、八雲町（27.21％）となっており、

ほぼ北渡島檜山医療圏内での通院の割合が高い。 

 

＜通院に係る移動手段の傾向＞ 

・ 各市町等で実施したアンケート調査結果などによる通院時の主な移動手段は、次のとお

りである。（※調査概要はP84,85を参照）

 

 

③ 地域公共交通に対する主な意向・意見等について 

 各市町等で実施したアンケート調査結果などによる地域住民の地域公共交通に対する

主な意向・意見等は、次のとおりである。（※調査概要はP85を参照） 

 

［渡島東部圏］ 
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［渡島西部圏］ 

 
［渡島北部圏］ 


